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ブリンクリー編著『ジャパン』第３巻より

岡倉天心「春日派の絵画 11世紀」

‘A PAINTING OF THE KASUGA SCHOOL.

ELEVENTH CENTURY’

「一字金輪像」
いち じ きんりん

木版制作者

彫師:木村徳太郎

色摺:田村鉄之助

【解説】

894 年に遣唐使が廃止さ

れ、唐様の文化から和様の

文化、いわゆる国風文化が

萌芽し、美術に留まらず、

宗教（浄土教）や文学（和

歌や『源氏物語』『枕草子』）

まで貴族文化が花開いた。

政治的にも藤原道長に代表

される摂関政治が全盛であ

り、この時代をその名を取

って藤原時代と称してい

る。なお、現在でもこの呼

称は美術史の分野で用いら

れている。作品は和様を示

す仏画で、この時代に起こ

った春日派の絵師によるも

のとしている。
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【本文の部分訳】

「図版に掲げた絵は、十一世

紀の作であることは明らか

で、大日如来の仏頂相をあら

わす(1)一字金輪像である。

ただし仏頂を超絶的な男性の

畏怖すべき力と考えず、仏陀

の母（仏母）の諦念の温雅さ

に近いものと見ている。春日

派(2)の画家の作である。藤

原氏(3)の氏神、春日社(4)の
絵所をあずかる世襲の画家た

ちは奈良様式の伝統を保って

いたので、藤原氏の興隆が唐

風美術の衰退と結びついた

時、復興の機を得た。しかし、

その繊細な手法にはこの時代

特有の新しい意義がみとめら

れる。」（金子重隆訳『岡倉天

心全集(平凡社版)』第２巻よ

り）

(1)大日如来の姿形をした

という意。一字金輪に

は釈迦如来の姿をした

ものもある。

(2)平安時代後期の宮廷画家藤原隆能を祖とし、春日社の絵所(絵画制作機関)に所属
たかよし

した画家一派。大和絵の土佐派の祖ともいわれるが、隆能の作品は現存せず、現在

では春日派も伝説的な存在と考えられている。

(3)飛鳥時代の中臣鎌足に始まり、平安時代には藤原道長ら摂政・関白を多く輩出した

貴族。

(4)奈良市にある春日大社のこと。
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【原作品について】

「一字金輪像」〔重要文化財〕

絹本・彩色 軸装
鎌倉時代 13世紀
113.9× 86.0㎝
東京国立博物館蔵

一字金輪は大日如来のことで、空海が伝えた真言密教で一字金輪法と呼ばれる、病など

災いを取り除いたり成仏を祈る祈祷の際の本尊とされる。全体から受ける端正な印象や豊

かな丸味を帯びた顔には平安時代後期の国風文化の和様の特徴を見出せるが、一方で青・

緑系の冷たい色彩や細身の造形には鎌倉時代の仏画の特徴が見られ、13 世紀の制作と考

えられている。

この作品は原三溪（本名、富三郎）の旧蔵品でもある。三溪は明治から大正にかけて生

糸貿易で財をなした富豪であり、また古美術収集家としても知られ天心と深い交流を結ん

でいた。下村観山をはじめ、再興院展の中心となる若き画家今村紫紅や安田靫彦らを物心

両面で支援した人物でもある。

【天心の解説と学問としての美術史】

天心は「一字金輪像」を 11 世紀の春日派の画家による制作と考えている。しかし、仏

教絵画の研究が進んだ現在では、作風の比較から 13 世紀、鎌倉時代の制作とされ、春日

派の存在も疑問視されている。ただし、平安時代後期の特徴も見られる過渡期の作品であ

ることから、天心の結論は当時としては相応のものであったといえよう。

重要なのは、天心が作品の作風から制作された時代を客観的に推定していく学問として

の美術史を試みていることである。天心は日本美術史を初めて体系的にとらえようとした

人物であり、東京美術学校での講義（現在『日本美術史』として刊行される）でも、平安

時代後期の美術が「慥かならざるもののみなれば、将来なすべきことは、（中略）伝来に
たし

依らず、其の筆意に拠りて一家の説を立て」なければならないと、研究の発展を提言して

いるのである。天心の見解が今日では否定されているのは、日本美術史が学問として順調

に発達した結果でもある。


